
もおか市議会だより 10

飯
塚
　 

正 
議
員
︵
日
本
共
産
党
︶

　
　
　
　

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
自
衛

　
　
　
　

官
募
集
事
務
を
行
っ
て
き
た
点
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
成
の
推
進
を
図

っ
て
き
た
点
、
保
育
料
の
完
全
無
料
化
や

高
校
生
ま
で
の
医
療
の
現
物
給
付
拡
充
を

図
っ
て
い
な
い
点
、
敬
老
会
開
催
事
業
・

ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業
・
井
頭
温
泉
招
待

事
業
の
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
た
点
、
指

定
ご
み
袋
の
有
料
化
を
続
け
て
い
る
点
、

企
業
誘
致
の
促
進
を
図
る
た
め
の
補
助
金

事
業
を
行
っ
て
い
る
点
、
農
村
部
に
お
け

る
生
活
道
路
整
備
の
要
望
に
応
え
切
れ
て

い
な
い
点
、
奨
学
資
金
貸
付
事
業
が
給
付

型
制
度
で
な
い
点
に
反
対
す
る
。
特
別
会

計
に
お
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
で
保
険
税
が
高
い
点
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
が
高
齢
者
を
差
別
す
る
よ
う

な
事
業
会
計
で
あ
る
点
、
介
護
保
険
特
別

会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）
で
保
険
料
を
引

き
上
げ
た
点
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
と
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で
使

用
料
に
消
費
税
を
上
乗
せ
し
て
い
る
点
に

反
対
す
る
。

　

水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
も
、
使
用
料

金
に
消
費
税
を
上
乗
せ
し
て
い
る
点
に
反

対
す
る
。

大
瀧
和
弘
議
員
︵
も
お
か
令
和
会
︶

　
　
　
　

議
案
第
73
号
及
び
議
案
第
74
号

　
　
　
　

の
平
成
30
年
度
の
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
、
も
お
か
令
和
会
・
も
お
か
新

時
代
・
勇
和
会　

公
明
を
代
表
し
て
、
賛

成
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
う
。

　

平
成
30
年
度
の
決
算
状
況
を
県
内
14
市

と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
は
市
民
１
人
当

た
り
の
歳
入
額
は
42
万
１
２
２
円
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
市
税
、
使
用
料
及
び

手
数
料
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
市
民
１
人

当
た
り
の
額
が
23
万
８
７
３
７
円
で
あ
り
、

県
内
の
市
で
は
、
上
位
２
番
目
の
位
置
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
税
に
お
い
て
は
、
市
民
１
人

当
た
り
の
額
が
16
万
１
１
６
８
円
で
あ
り
、

６
番
目
の
位
置
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、
市
民
１
人
当
た
り
の
歳
出

額
は
、
39
万
４
０
７
円
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
人
権
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
的

経
費
の
市
民
１
人
当
た
り
の
額
は
16
万
２

４
５
７
円
で
、
14
市
中
２
番
目
に
低
く
人

件
費
や
公
債
費
の
抑
制
に
、
取
り
組
ん
で

き
た
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

財
政
力
指
数
は
０
・
８
４
７
で
、
昨
年

度
よ
り
数
値
は
若
干
上
昇
し
、
県
内
14
市

中
３
番
目
に
財
政
力
の
高
い
団
体
と
な
っ

て
い
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
に
お
い
て
は
、
５
・

２
％
で
、
14
市
中
５
番
目
に
比
率
が
低
く
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
な
お
、
他
の
３
つ
の
健
全
化
判

断
比
率
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
も
健
全
な

状
況
に
あ
り
、
今
後
も
指
標
の
動
向
に
は

十
分
留
意
し
て
、
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

第
11
次
市
勢
発
展
長
期
計
画
増
補
版
の

５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
所
見
を

述
べ
る
。

　

「
こ
ど
も
の
元
気
な
成
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
」
の
実
施
、
「
学
校
支
援
相

談
員
」
「
心
の
教
室
相
談
員
」
の
配
置
な

ど
、
英
語
教
育
の
推
進
や
教
育
相
談
の
充

実
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
高
く

評
価
す
る
。

　

「
若
い
世
代
・
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
合
同
就
職
面
接
会
の
開
催

な
ど
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
で
の
雇
用
の
促
進

や
地
元
就
労
の
拡
大
へ
取
り
組
み
、
新
た

に
病
児
保
育
施
設
整
備
を
行
う
な
ど
、
安

心
し
て
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
で
き
る

よ
う
事
業
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

高
く
評
価
す
る
。

　

「
い
つ
ま
で
も
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
芳
賀
赤
十
字
病

院
に
対
し
て
、
施
設
整
備
及
び
運
営
の
支

援
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
「
真
岡
市
休

日
夜
間
急
患
診
療
所
」
が
同
病
院
の
敷
地

内
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
高
く
評

価
す
る
。

　

「
と
ち
ぎ
を
リ
ー
ド
す
る
産
業
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
は
、
令
和
２
年
３
月
の
「
全

国
い
ち
ご
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
に
向
け
、

オ
ー
ル
栃
木
の
体
制
で
事
業
が
進
捗
し
て

い
る
こ
と
な
ど
に
対
し
、
高
く
評
価
す
る
。

「
真
岡
第
１
工
業
団
地
南
地
区
」
の
整
備

推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
新
た
な

起
業
家
の
支
援
育
成
に
努
め
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
も
、
高
く
評
価
す
る
。

　

「
ま
ち
の
活
力
再
生
・
魅
力
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
中
心
市
街
地
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。
新
庁
舎
周
辺

整
備
事
業
や
、
廃
校
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
の
取
組
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
30
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
各

施
策
と
も
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
も
少
子
高
齢
化
、
高

度
情
報
化
な
ど
の
社
会
情
勢
の
急
激
な
変

化
や
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
市
民
の
行
政

需
要
に
、
的
確
に
対
処
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

石
坂
市
長
に
は
、
市
政
運
営
の
最
高
責

任
者
と
し
て
、
最
善
の
意
思
決
定
を
行
い
、

本
市
の
な
お
一
層
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽

力
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

市
長
を
は
じ
め
、
全
職
員
の
各
分
野
で

の
努
力
に
対
し
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
議

員
各
位
の
理
解
と
賛
同
を
賜
る
よ
う
お
願

い
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

議案に対する議案に対する 討 論

平
成
30
年
度
決
算
に

　
　
　
　

対
す
る
討
論

反
対

賛
成


